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 第２５回防衛問題セミナー開催概要
開催⽇時︓平成２６年３⽉４⽇（⽕）
開催場所︓レソラＮＴＴ夢天神ホール（福岡県福岡市）

■ 第１部
テーマ ︓『新たな防衛計画の⼤綱と防衛⼒
     整備について』
 
講 師︓ 防衛省 防衛政策局 
     防衛計画課⻑ 中嶋 浩⼀郎
 
■ 第２部
テーマ︓ 『我が国の防衛と⻄部⽅⾯隊』
 
講 師︓ 陸上⾃衛隊 ⻄部⽅⾯総監
        陸将 番匠 幸⼀郎

 
受付の様⼦

 

防衛省 防衛政策局
中嶋 浩⼀郎 防衛計画課⻑

陸上⾃衛隊 ⻄部⽅⾯総監
番匠 幸⼀郎 陸将

開演の挨拶を⾏う
槌道明宏九州防衛局⻑

質疑応答を⾏う各講師
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セミナー⾵景

 
≪セミナー概要≫
 ３⽉４⽇（⽕）福岡市の「レソラＮＴＴ夢天神ホール」において、「新たな防衛計画の⼤綱と
防衛⼒整備について」、「我が国の防衛と⻄部⽅⾯隊」をテーマに九州防衛局主催『第２５回防衛
問題セミナー』を開催しました。
 はじめに、主催者を代表して槌道明宏九州防衛局⻑が挨拶、その後、第１部は防衛省防衛政策局
防衛計画課 中嶋 浩⼀郎課⻑、第２部は陸上⾃衛隊 ⻄部⽅⾯総監 番匠 幸⼀郎陸将からそれぞれ
講演を頂きました。
 
 第１部では、“新たな防衛計画の⼤綱と防衛⼒整備について”をテーマに、新防衛⼤綱で今後整備
する防衛⼒として､新たに「統合機動防衛⼒(※１)」を打ち出していることを踏まえ、「我が国を取
り巻く安全保障環境」「我が国の防衛の基本⽅針」「防衛⼒の在り⽅」「陸海空⾃衛隊の体制」等
を、防衛⼒整備については、「計画の⽅針」「基幹部隊の⾒直し」「⾃衛隊の能⼒等に関する主要
事業」「⽇⽶同盟の強化のための施策」等を中期的⾒通しに⽴って⾏っている（中期防衛⼒整備計
画(※２)）と、聴講者全員に資料を配付してわかりやすく説明しました。 
 
（※１） 統合機動防衛⼒
厳しさを増す安全保障環境に即応し、海上優勢・航空優勢の確保など事態の状況に臨機に対応して機動的に⾏い得るよう、統合
運⽤の考え⽅をより徹底した防衛⼒のことを⾔います。
（※２） 中期防衛⼒整備計画
平成２６年度以降に係る防衛⼤綱に定めた我が国が保有すべき防衛⼒の⽔準を踏まえ平成２６年度から平成３０年度の５年間を
対象とした、主要装備品の整備数量と経費の総額を定めたものです。 

 
 ※ 「平成26年度以降に係る防衛計画の⼤綱について」及び「中期防衛⼒整備計画（平成26年度
   〜平成30年度）について」 

 
 第２部では、“我が国の防衛と⻄部⽅⾯隊”をテーマに、⻄部⽅⾯隊は九州から沖縄にかけて、距
離にして⻘森県から⼭⼝県の距離と同じ広⼤な範囲を管轄し、新防衛⼤綱では、特に九州南端から
台湾までの「⻄の守り」が重視されたことを強調、新たに島々を防衛する部隊の配置を進める計画
があることを説明しました。
 
  今回､来場された⽅々からは､｢最近､報道等に出てくるタイムリーな話題で､よく理解することが
できました。｣｢防衛に対しての⽅法･準備を細かくやっていただいている事に安⼼しました｡｣｢今後
もこのような機会があれば是⾮聴講したい。｣といった数多くの感想が寄せられ､⼤変有意義なセミ
ナーとなりました。 
 
 九州防衛局では､防衛省の諸施策や⾃衛隊の活動について､より多くの⽅々に理解していただける
よう､今後も各地で防衛問題セミナーを開催していく予定です。 
 

 【議事録はこちらをご覧ください】

 

http://www.mod.go.jp/j/approach/agenda/guideline/2014/index.html
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https://www.mod.go.jp/rdb/kyushu/seminar/025/25gizi.pdf
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